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導入編 第 1 章 計画の策定にあたって  
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行政区域(37,457ha)

市街化区域(148ha)

都市計画区域(812ha)

 
 
 
 
 

１－１ 計画策定の目的 

 都市計画マスタープランは、都市

計画法第 18 条の 2「市町村の都市

計画に関する基本的な方針」に該当

するまちづくり構想であり、土地利

用や道路、公園、下水道等の都市施

設、街並み・風景等、都市を構成す

る様々な要素に関して、将来あるべ

き姿をまとめたものです。  
本 巣 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン

（ 以 下 「 本 プ ラ ン 」） は 、 平 成 16
年 2 月 1 日の合併に伴う「新しい

都市空間づくり」の一翼を担う構想

であり、都市計画区域等の具体的な

都市計画の決定・変更を方向づける

指針としての役割も担います。  
 
 

１－２ 計画の目標年次  
概ね 20 年後を見据えながら、10

年 間 の ま ち づ く り を 計 画 す る も の

として、本巣市第 1 次総合計画と整

合を図り、平成 27 年度（ 2015 年）

を目標年次とします。  
なお、本プランは、土地利用に関

わ る 様 々 な 情 勢 の 変 化 や 地 域 住 民

の ま ち づ く り 意 向 等 を 考 慮 し な が

ら 、 必 要 に 応 じ た 見 直 し 及 び 持 続

的 な 更 新 を 行 う こ と と し ま す 。   
 

 
 
 
 
 

１－３ 計画の対象区域  
 合 併 に 伴 う 一 体 的 な 都 市 空 間 づ

くり を検 討す るこ との 必要 性か ら、

都市計画区域（行政区域の約 2％、

812ha）以外の区域を含めた市全体

を計画対象区域とします。  
 
 

導入編  
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広域市町村圏（岐阜地域） 

岐阜都市計画区域 

計画の対象区域 
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１－４ 計画の構成  
 本プランの構想は、市全体を対象

として都市の将来像や土地利用、都

市施設等のあり方を定める「全体構

想」と、市を幾つかの地域に区分し

て、各地域のまちづくりの方針を定

める「地域別構想」に分けて整理し

ます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
都市づくりのビジョン  
…都市の将来像やまちづくりの目標を定めます。  

将来都市構造  
…将来の都市の骨格構造について定めます。  

分野別都市づくり計画  
…土地利用、市街地整備や規制・誘導、道路・交通、

水と緑、街並み・景観等、個別分野のまちづくり

方針について定めます。  

 
地域づくりのビジョン  
…地域の将来像やまちづくりの目標を定めます。  

地域整備の方針  
…地域特性に応じた個別分野のまちづくりの方針

や主要施策について整理します。  

全
体
構
想
編 

行政区域  

各地域  

地
域
別
構
想
編 

各地域  

各地域  各地域  

整合性・一体性  
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7,150

6,330

5,548

5,161

5,114

20,526

22,144

22,530

22,695

22,516

3,639

4,350

5,219

6,044

6,973

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S60

H2

H7

H12

H17

15歳未満 15～64歳 65歳以上

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

0.40 0.50 0.60 0.70 0.80
自市内
就業比率

昼夜間
人口比率

H17県平均

S60
H2

H7
H12

S60

H2

H7

H12

岐阜県

本巣市

機能分担型

住機能型 独立型

核型

H17
H17

 
 
 
 
 

２－１ 人口、都市機能指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,005 2,979 2,453 2,184 1,905

11,076

9,769

7,465
8,445

11,505 11,657 11,799 11,908

12,50511,55610,74210,013

8,285
8,331 8,361

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

S60 H2 H7 H12 H17

人

旧根尾村 旧糸貫町 旧真正町 旧本巣町

33,90033,29732,82831,315

34,603

導入編  

第２章 本巣市の概況 

◆平 坦部 (糸貫･真 正 )での人 口 増、 中山 間

部 (本巣･根尾 )での人口減･過疎化  ⇒①

◆ 市 全 体 と し て 、 人 口 増 加 と 高 齢 化 の 進

展  ⇒②③  
◆ 昼 夜 間 人 口 比 率 、 自 市 内 就 業 比 率 は 県

平 均 よ り 低 く 、 都 市 性 格 分 類 で は 「 住

機能型」に該当  ⇒④  
◆ 住 機 能 に 特 化 せ ず 、 大 都 市 、 周 辺 都 市

の就業・就学の場としても機能  ⇒⑤  
◆ 日 常 生 活 圏 に つ い て は 、 市 内 の 地 域 間

ひ い て は 旧 本 巣 郡 内 で の 結 び つ き の 強

さが伺える  ⇒⑥  
◆ 幹 線 道 路 沿 い で の 拠 点 的 な 商 業 集 積

等 、 商 業 の 成 長 が み ら れ る 一 方 、 工 業

は全国的な例に漏れず停滞  ⇒⑦⑧  

①人口の推移（国勢調査）  

②人口増加率の推移（国勢調査）  

 
③年齢階層別人口の推移（国勢調査）  

④都市性格分類（国勢調査）  

1.8%1.9% 1.6%

0.4%
-0.02%

1.4%

4.8%

2.1%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

本巣市

岐阜県

S60→H2 H2→H7 H7→H12 H12→H17
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381
402

365361
325 374

52,157

64,731

47,569
41,367

24,319 44,761

0

100

200

300

400

500

600

700

H3 H6 H9 H11 H14 H16

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

百万円

商店数 商品販売額

 

※（  ）内は、流出あるいは流入人口総

数に占める各市町村の割合  

※ H19 現在の市町名で編集  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦商業の推移（商業統計）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧工業の推移（工業統計）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤就業・就学の状況（H17 国勢調査）

    本 巣 郡     
  岐 阜 市  

北 方 町 本 巣 町 穂 積 町 巣 南 町 真 正 町  糸 貫 町  根 尾 村

岐 阜 市   62 54 60 54 52 56 52
本 巣 郡  北 方 町  62 64 70 68 72 74 64
 本 巣 町  54 64 66 68 68 72 70
 穂 積 町  60 70 66 76 74 72 62
 巣 南 町  54 68 68 76 74 74 64
 真 正 町  52 72 68 74 74  76 64
 糸 貫 町  56 74 72 72 74 76  68
 根 尾 村  52 64 70 62 64 64 68 

（ 最 高 100 ポ イ ン ト ）  

⑥日常生活圏の結びつき（岐阜地域第 4 次広域市町村圏計画 H13） 

181 173
147 151

116

134

109,803
105,089101,972

86,319
80,222

76,733

0

40

80

120

160

200

240

H3 H6 H9 H11 H14 H16

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
百万円

事業所数 製造品出荷額

30％以上
10～30％
5～10％
5％未満

瑞穂市

池田町

大垣市

神戸町
羽島市

山県市

北方町

各務原市

愛知県

岐阜市

本巣市
流出：10,942人
流入：  9,285人

揖斐川町

大野町

安八町
2,866人
(30.9%)

4,624人
(42.3%)

1,158人
(12.5%)

500人
(4.6%)

887人
(9.6%)

898人
(8.2%)228人

(2.5%)

122人
(1.1%)

941人
(8.6%)

592人
(6.4%)

192人
(2.1%)

178人
(1.6%)

246人
(2.6%)

1,121人
(10.2%)

451人
(4.9%)

378人
(3.5%)

283人
(3.0%)

1,271人
(13.7%)

179人
(1.9%)

237人
(2.6%)

214人
(2.0%)

107人
(1.0%)

1,037人
(9.5%)

127人
(1.2%)

84人
(0.9%)

117人
(1.1%)
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国道 418 号  

国道 157 号  

主要地方道岐阜大野線  

東海環状自動車道（計画） 

主要地方道岐阜関ヶ原線  

国道 303 号  

①道路網状況  

主要地方道山東本巣線  

主要地方道関本巣線  

主要地方道北方多度線  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市計画区域  

市街化区域  

◆地形的な特性から、課題を有する山間部

の 道 路 網 。 地 理 的 特 性 も あ っ て 慢 性 的

に渋滞が発生する平坦部の道路網⇒①  
◆農地の減少、宅地の増加が著しく、近年、

幹 線 道 路 沿 い で は 商 業 集 積 が 拠 点 的 に

展開 ⇒②③  
◆市南部では地形的な一体感を有するが、

市 街 化 区 域 ・ 市 街 化 調 整 区 域 、 都 市 計

画 区 域 外 に 分 か れ 、 開 発 に 対 す る 規 制

は地域によって大きく差異 ⇒④  
◆ 市 街 地 と し て の 範 囲 が 明 確 な 市 街 化 区

域 内 で の ま ち づ く り の 進 捗 。 都 市 計 画

区 域 内 外 、 旧 町 村 間 で の ま ち づ く り の

差異 ⇒⑤⑥  
◆都市計画区域内を避け、都市計画区域外

で人口増加、スプロール化が進行  
⇒⑦⑧  

②土地利用現況図（H17 都市計画基礎調査） 

農 用 地  
森 林  
原 野  
水 面・河 川・水 路

道 路 用 地  
鉄 道 用 地  
そ の 他 A 
住 宅 用 地  
商 業 用 地  
工 業 用 地  
公 園 用 地  
学 校 用 地  
公 共 用 地  
そ の 他 B 

③土地利用状況（県都市政策課資料）

面積（ha） 

 
農用地 森林  原野  

水面

河川

水路

道路 宅地

H17 2,004 32,196 149 900 589 779

H7 2,077 32,351 178 846 535 762

２－２ 土地利用、都市基盤指標  
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4,313

11,556

4,4994,555
4,299

4,654

3,1253,0483,244
2,868

3,147

4,1754,0543,9623,554

4,448

8,3618,445

7,465

8,331 8,285

10,742
10,013

9,769

12,505

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

市街化区域(旧糸貫町)

市街化調整区域(旧糸貫町)

都市計画区域外(旧糸貫町)

都市計画区域外(旧本巣町)

都市計画区域外(旧真正町)

人

区分  本巣 真正  糸貫  根尾

計画  202 －  330 66公共 下水 道  
処理 区域（ ha） 完了  84 －  0 66

計画  515 3,639 712 68農業 集落 排 水  
処理 区域（ 戸 ） 完了  142 997 712 68
人口 普及 率 （ ％）  25.3 27.2 20.2 71.5

④法規制状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦都市計画区域内・外の人口推移 ※旧 3 町分 

（H17 都市計画基礎調査）  

⑧最近 5 年間の新築動向（H17 都市計画基礎調査）

1 0 0 件 / k m 2 以 上  
8 0～ 1 0 0 件 / km 2  
6 0～ 8 0 件 / km 2  
4 0～ 6 0 件 / km 2  
2 0～ 4 0 件 / km 2  
0～ 2 0 件 / k m 2  

⑥下水道整備状況（庁内資料 H18.4 現在） 

⑤道路、公園等の整備状況（H17 都市計画年報等） 

区分  計画  整備済み  備考  

自動車  
専用道路  6.85km 0km 一部都計外  

1 路線  都市計画  
道路  

幹線街路  5.17km 0km 一部都計外  
2 路線  

都市公園  街区公園  0.62ha 0.38ha 2 箇所  

土地区画  
整理事業  組合施行  21.4ha 20.2ha 2 地区  

※ 土 地 区 画 整 理 事 業 は 高 砂 東 部 地 区 （ 1.36ha、 H18.9 
変 更 認 可 ） を 含 め た  

■岐阜都市計画区域  
（本巣市の一部、岐阜

市、瑞穂市の一部、各

務原市の一部、岐南町、

笠松町、北方町）  
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①自然環境  
区分  内容  

地勢  

●南北に細長い市域にあって、市北中部では山地、南部では扇状地・

平坦地が形成されており、市域の 8 割以上を森林が占めています。

なお、市北部は、県内有数の積雪・多雨地帯となっています。 
●河川は、揖斐川水系の根尾川や長良川水系の糸貫川等が主流となっ

ており、根尾川の上流域では、金山峡谷等の優れた渓谷美を目にす

ることができます。 
●河川は、灌漑用水としても利用され、市南部の肥沃な耕地からは、

富有柿、水稲、苺等の特色ある農作物が生産されています。一方、

河川は、水害の危険性をはらんでおり、犀川圏域として、沿川市町

との一体的な治水対策が進められています。  

生態系  

●市内の河川が有する生態系は優れたものがあります。特に、根尾川

は、清流とともに県内でも有数の天然魚の宝庫となっており、席田

用水（糸貫川）も、県内外に広く知られる源氏ボタルの生息地とな

っています。また、湧水地もみられ、岐阜県と滋賀県東部のみとさ

れる稀少な魚類ハリヨの生息地となっています。 
●植生としては、樹齢 1,500 年あまりの淡墨桜や、文殊の森のササユ

リ群生が有名です。特に、淡墨桜については、日本三大桜とされ、

全国的な集客力を誇っています。  

自然公園等  

●市北中部は、森林に覆われた自然豊かな環境を有していますが、県

境に位置する能郷白山山頂付近は、特に優れた植生を有するものと

して「自然環境保全地域」に指定されています。 
●また、市中部の根尾川流域一帯は、東海自然歩道沿いの渓谷美や山

間の自然美を特徴とした「揖斐関ヶ原養老公園（国定公園）」に指

定されています。 

 

◆ 山 紫 水 明 で 生 態 系 豊 か な 自 然 （ 能 郷 白

山、金山峡谷、源氏ボタル等）⇒①  
◆ 多 彩 な 歴 史 （ 古 田 織 部 生 誕 の 地 、 条 里

制の名残、町村合併等）⇒②  

２－３ その他の特徴的な要素  
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②歴史  
区分  内容  

歴史  
成り立ち  

●本市は、平成 16 年 2 月 1 日、4 町村の合併により誕生した新しい

まちです。行政機能としては、南北に細長い市域の特性から、旧町

村の庁舎を活用し、それぞれにおいて機能の役割分担を図っていま

す（根尾は総合支所）。なお、各庁舎周辺では、官公庁、福祉、教

育、文化等の主要な公共施設が分布し、市あるいは各地域における

生活の中心地を形成しています。  
●本市は、戦国時代に茶人、武人として活躍した古田織部生誕の地で

あり、道の駅「織部の里もとす」の設置等、その功績や精神を大切

にしたまちづくりを進めています。その他にも、条里制の区画区分

や地名、県内最大の古墳群の山とされる船来山等、深い歴史の名残

を市内各地でみることができます。 

文化財  

●本市における史跡・名勝は、淡墨桜や根尾谷断層をはじめとする国

指定文化財が 21 件、県指定文化財が 15 件、市指定文化財が 99 件

あります。また、真桑文楽や能郷の能・狂言等、無形文化財も多く、

花とほたる祭り、もとす織部祭りといった地域振興に係るイベント

も各地域で行われています。 

 

根尾分庁舎  

本庁舎  

真正分庁舎  

糸貫分庁舎  

旧糸貫町  

旧真正町  

旧本巣町  

旧根尾村  

（ H17 都 市 計 画 基 礎 調 査 ）  
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ここでは、本市のまちづくりの課題

を次の 3 つの切り口から整理します。 
 
 

 

 本市は、市域の 8 割以上を森林が

占 め る 自 然 環 境 に 恵 ま れ た ま ち で

す。また、森林には、自然環境保全

地 域 に 指 定 さ れ る ほ ど の 多 様 で 貴

重な 植生 があ り、 河川 にお いて も、

県 内 外 に 知 ら れ る 源 氏 ボ タ ル 生 息

地を有するなど、自然環境のなかに

優 れた 生態系が維持されて います。 
 しかし残念なことに、近年、都市

化 の 影 響 で 河 川 の 汚 れ が 目 立 つ よ

うになっているほか、森林や農地の

減少、管理放棄がみられ、保水能力  
の低下、土地の荒廃等の様々な影響

も懸念されるところです。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水と緑の自然環境は、本市の魅力

の骨格を成すものであり、このよう

に、自然の美しさ、豊かさが損なわ

れることは、市内に住む人、訪れる

人 に と っ て 大 変 重 要 な 課 題 と い え

ます。このため、市民や事業者、行

政が協力しながら、本市の美しい山

や川、田園風景を積極的に守り、育

んでいくことが求められます。  
 また、近年は、ガーデニングブー

ム等にみられるように、自然とのふ

れ あ い が 求 め ら れ る よ う に な っ て

おり、恵まれた自然を新たな形でま

ちづくりに活かすことも必 要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導入編  

第３章 まちづくりの課題 

≪市民アンケート調査ではこんな意見がありました≫ 
◆約 69％の方が「現在の本巣市は住みやすい」と回答しており、その理由とし

て「住み慣れている」「持ち家がある」に次いで「自然環境が豊かである」と

いう回答が多くなっています。 
◆本市の生活環境のうち、「山、川などの自然の美しさ、豊かさ」については、

満足度が非常に高くなっています。 
◆最近の身の回りの環境変化について、「身近な緑が減ってきた」、「管理されて

いない農地や空き地が増えてきた」という回答が多くなっています。 
◆これからの本市の農地、山林に係る施策としては、「できる限り保全し、水源

のかん養や災害の抑制に努める」という回答が約半数を占めています。 

⇒自然環境に関する課題  
⇒生活環境に関する課題  
⇒交流や定住に関する課題  

３－１ 自然環境に関する課題  
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4 町村の合併によって誕生した本

市では、旧町村の枠を取り払った一

体的なまちづくりを進めることが必

要です。しかし、都市計画の制度か

らすると、都市計画区域に指定され

ているのは旧糸貫町の一部のみであ

り、同じ市内・平坦地にありながら、

開発に対する制限等は地域によって

大きく異なる状況にあります。  
こうしたなか、開発に対する制限

が緩 い都 市計 画区 域外 の地 域で は、

農 地 の 転 用 や 宅 地 開 発 が 進 ん で お

り、無計画な宅地化による周辺環境

への影響が懸念されます。また、都

市基盤に関しても、旧町村によって

整 備 水 準 や 整 備 手 法 は そ れ ぞ れ 異

なっている状況にあります。このた

め、市全体の視点から、土地をどう

使うか、道路や公園等の施設をどう

配置するか、といった基本的なまち

づ く り の 計 画 に 基 づ い た 生 活 環 境

づくりが求められます。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

また、本市は、豊かな自然環境に

恵まれており、これらはまちにやす

らぎ や潤 いを もた らし てい ます が、

一方で、浸水被害や土砂崩れ等の大

き な 災 害 を 引 き 起 こ す 危 険 性 も は

らんでいます。加えて、本市は、東

南海・南海地震に係る地震防災対策

推進地域に指定されており、市民の

生命と財産を守るために、災害に強

い 安 全 な ま ち づ く り を 進 め る 必 要

があります。  
さらに、本市の老齢人口割合は約

18％ と 、 高 齢 化 が 進 ん で い る 状 況

にあり、高齢者の生活上の障壁を出

来るだけ取り除き、安心して暮らせ

る よ う な 環 境 づ く り を 進 め る 必 要

があります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪市民アンケート調査ではこんな意見がありました≫ 
◆本市の生活環境のうち、「生活道路」、「子どもの遊び場や公園」、「交通の安全

性」、「生活排水対策」等、都市基盤に対する不満が高くなっています。 
◆今後重点的に取り組むべきまちづくり分野としては、「福祉・保健・医療環境

の整備」という回答が最も多くなっています。 
◆目指すべき本市の将来イメージとしては、「住みやすい住環境のまち」という

回答が最も多く、将来の住宅施策については「災害に強い安全・安心の住宅

地づくり」という回答が最も多くなっています。 
◆土地や建築物の規制・誘導については、「規制の緩和」よりも「規制の強化」

が求められており、全体としては、「規制を強化する区域、緩和する区域を定

めて、計画的に開発、保全すること」が最も求められています。 

３－２ 生活環境に関する課題  



導入編 第３章 まちづくりの課題 

 12

 
 
 本市では、古田織部等の歴史・文

化や、肥沃な土地を活かした農産物、

美 し く 豊 か な 自 然 環 境 を 通 じ た 観

光・交流が進められています。また、

大 規 模 商 業 施 設 の 相 次 ぐ 出 店 に よ

り、市外から多くの人が本市を訪れ

るようになっています。  
しかしながら、広大な市域を有す

る本市には様々な地形的・地理的な

特性があり、国道 157 号や主要地

方 道 岐 阜 関 ヶ 原 線 等 の 幹 線 道 路 で

は 慢 性 的 な 渋 滞 が 発 生 し て い る 状

況にあります。加えて、将来的には、

交 通 環 境 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 東

海 環 状 自 動 車 道 イ ン タ ー チ ェ ン ジ

の整備が計画されており、こうした

ことを踏まえながら、これからの本

市 の 交 流 を 支 え る 基 盤 を 充 実 し て

いくことが求められます。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

また、活力という点では、山間部

における過疎化の進行や、若年労働

力 の 市 外 へ の 流 出 が 問 題 と な っ て

います。こうしたなか、観光・交流

のまちづくりとあわせて、若者に魅

力 の あ る 暮 ら し や 住 ま い の 場 を つ

くり、まちの活力を維持・向上する

ことが求められます。  
 一方、まちづくりの基本は、人を

中心としたものであるべきです。市

内では NPO やボランティア団体等

の取り組みがみられますが、地域に

住 む 人 や 地 域 で 活 動 す る 人 が ま ち

づくりに対して意識を持ち、主体的

に取 り組 むこ とが 必要 です 。ま た、

行 政 は そ う い っ た 意 識 づ く り や 取

り 組 み を 促 す よ う な 支 援 を 積 極 的

に図っていくことが求めら れます。 
 
 
 

≪市民アンケート調査ではこんな意見がありました≫ 
◆現在の本市のイメージとして「交通の便の悪いまち」、住みにくい理由として

「交通の便が悪い」という回答が最も多くなっています。 
◆これからの本市の交通施策としては、「バス路線の維持・充実」という回答が

最も多く、これに次いで「交通安全施設の整備」、「東海環状自動車道及びイ

ンターチェンジの早期整備」が挙げられています。 
◆本市の生活環境のうち、「まちの活気や魅力」は不満度が高くなっています。

◆東海環状自動車道インターチェンジの周辺については、「積極的に開発すべ

き」と「開発は極力抑えた方が良いが、何らかの活用方策は検討すべき」と

いう意見が同程度で多くなっています。 
◆まちづくりへの住民参加のあり方については、「地域住民主体のまちづくり計

画策定」や「地域のボランティア活動の充実」という回答が多くなっています。

３－３ 交流や定住に関する課題  




